































































日時 人数 都市名 訪問先の学校・地域 研修内容




2010.2.26 15名 チェンマイ Dara School
 （私学の小・中・高校）
教職員とのミーティング









































2017.2.11 11名 チェンマイ 山岳少数民族の生徒寮（暁の家） 職業支援の奨学生との交流
2017.2.12 11名 アカ族の村 終日 ドインガーム（アカ族の村） コーヒー園のフィールドワーク
2017.2.13 11名 アカ族の村 ドインガームの中の保育園 施設見学のみ































（写真 3）　 4年　理科 （写真 4）　 4年　子どもの活動
（写真 1）　朝　　礼 （写真 2）　幼稚園でのモンテッソーリ教育
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健・体育、国民の役割と義務（軍事政権下での教科）、歴史、職業と ITの 9 教科を教えている。
「子どもの活動」など総合的な学習もあるが、どちらかといえば教えることが中心である。




語の主要 5教科のうち 2教科のテストが 0点なら進級できないシステムになっている。
◆バナボン小学校（写真 5～ 8）
　ランパーンにある学校で、全児童数33名（ 6年 2 人、 5 年 4 人、 4 年 3 人、 3 年 5 人、 2 年 7 人、
1 年 2 人、幼稚園10人）、教職員数 6 名、幼稚園、 1・ 2 年、 3・ 4 年、 5・ 6 年の複式学級の
小規模校である。




（写真 7）　衛星授業 （写真 8）　伝統楽器の演奏（祖父母が指導）
（写真 5）　校長の提案するBBL （写真 6）　午後のBBLの実際
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身の居心地がよくなったことと、体を動かすことが好きになったことであるという。

















































































○ 校長が 「地域の中の学校」 と明言しており、実際に地域とのつながりがとても深い。学校が
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生徒だけでなく、村の多くの人の日常生活に組み込まれている。自分の卒業した学校を含め、
日本の学校は基本的に生徒と教師のものという認識がある。学校と接点を持つのは自分の子
どもが学齢に達した時という人が大半だと思う。しかし、教育、特に初等教育は子どものそ
の後の人生への考え方に対し非常に大きな影響を与えると思う。他人への思いやりであった
り、社会への自らの関わり方、平和への意識などを養う期間であると思う。そうした期間が、
教師・子ども・保護者のものだけで良いのかと疑問に感じる。多種多様な人生モデルを見る
のが良いと考える。（Ｋさん）
　日本の学校とタイの学校を対等に見つめながら、日本と違ってタイの学校の校長の裁量権の
大きさを感じ取り、タイの学校のすぐれた点に目を向けるようになっている。（波線部）
○ 驚いたのはカリキュラムがほとんど校長先生の裁量に任されているということでした。日本
のように教育指針にきっちり沿うという形ではなく、地域の特性、生徒のレベルを見極めた
カリキュラムの組み方が、タイの教育レベルを一挙に引き上げた一因ではないかと感じまし
た。（Ｍさん）
【「生活力」をキーワードにした内容の特徴】
　少数民族の生徒寮（暁の家）（5）やドインガーム（アカ族の村）を訪問し、そこで出会った少数民族
の子どもたちを見て、教育は何のためにするのかという問いを誰もが持った。（波線部）
○ 国籍がない少年少女の話が今でも印象に残っています。考えた事も無い、自分がどの国の人
間かということ。そんな立場に置かれた子どもが受ける教育の内容は、生きるために必要な
ことだということ。目の前にある日々の生活を生き抜く力を身につけるという事を聴いて、
学校教育以外の教育のあり方についても改めて考えさせられる事が多くあった。（Ｏさん）
○ 日本でもただ勉強を教えているというわけではないが、暁の家では生きていくために必要な
力をつけさせているようだった。そこにいる子どもの実態に合わせて、教育も変わらなけれ
ばならないのだと感じた。教育とは何か、教育とは何のために行うのかという根本的な部分
について改めて考えさせられた。（Ｈさん）
　タイの教育のあり方を受け入れ、日本の教育のあり方と比べながら、根本的な問いにぶつ
かっている。そこには、日本の学校教育の中では見失われているものがあるのかもしれない。
学生の中に、現在の日本の学校教育とは違った教育のあり方を考えるきっかけができたのでは
ないだろうか。
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Ⅴ．まとめ及び今後の展開
1．学生の異文化認識の変容に対してタイ・スタディツアーの何が効果的だったのか
　学生の異文化認識が、文化を相対的に見る段階（異文化受容の 5つのステージの 3段階）にまで高
まったポイントは 2つあったと考える。
　一つは、地方の小規模校であるワット・シードンシャイ学校（全校児童が80人程度）とバナボン
小学校（全校児童が30人程度）、都会の大規模校であるアヌバーン・チェンマイ学校（全校児童が
2,500人程度）と、訪問した学校がそれぞれ特徴的で、比較の対象にしやすかったことである。
タイ国内での地方の学校と都会の学校の比較にはじまり、タイの学校と日本の学校との比較、
日本国内での地方の学校と都会の学校の比較へと考察が広がっていったことで、タイの教育の
理解がすすみ、タイの教育を日本の教育と対等に見つめる素地ができたと考える。
　もう一つは、学校訪問を終えた後でのリフレクション活動である。リフレクション活動は、
訪問先でそれぞれが得た情報を共有し、次の学校訪問に活かすことを目的に実施した。リフレ
クション活動の中では、お互いが獲得した学びを自分の学びの中に取り入れ、次の訪問時に活
かそうとする姿が見られた。（波線部）
○ リフレクションは、その日に感じたことや考えたことをお互いに伝えあい、共有することが
できる有意義な時間でした。自分と同じような見方や考えもありましたが、全く違う方向か
ら考察している意見にも触れることができ、新しい考え方や発展した内容も自分の中で整理
することができました。仲間のどの意見も先生方の話も、タイや日本の教育についてもっと
深く考えるきっかけになると共に、これからの自分の学びに対する姿勢にも繋がったと感じ
ます。（Ｙさん）
○ 小学校での質問時間やホテルでのリフレクションの時間では、ほかの人の見ている点や考え
ていることに驚かされました。自分は小学校での日本との違いなどに着目していたのに対し、
他の人はなぜそういった方針であるのか、結果を裏付ける根拠はあるのか、見えているもの
以外についてはどうなのかとたくさんのことを考えていました。自分も 1日目より 2日目、
2日目より 3日目と、他の人の視点を参考にしながらどんどん広い視野で見ることができる
ようになっていきました。（Ｎさん）
2．今後の展開
　学生の異文化認識の変容に対して、タイ・スタディツアーのプログラムを立案する際には、
比較の対象にしやすいような、特徴的な教育を行っている学校を選ぶことが効果的であること
がわかった。
　今回はじっくり訪問できなかったが、ランパーンのバム・サム・カー小学校のように、 1万
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個以上のダムをつくって森を守る活動を続けている学校もある。地方には、こうした特徴的な
教育をしている学校がまだまだある。学生たちにタイの教育をまるごと受け止めさせるために
は、特徴的な現地学校の訪問先を設定することが効果的である。そのためには、タイの教育に
知見を持ったコーディネ―ターを探す必要を感じる。
　また、訪問先で得た情報を共有し、学校訪問に活かすことを目的に実施するリフレクション
活動をさらに活性化していきたい。そのためには、タイ・スタディツアーの参加対象者を広げ
ていくことが求められる。現在は、児童教育学科生のみが参加対象者であるが、教職希望の他
学科の学生や教職大学院生（小・中・高校の現職教員を含む）など、いろんな立場の人がタイ・ス
タディツアーに参加できるようにしていこうと考えている。
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